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平成２８年度 乳幼児教育ビジョン推進事業

平成28年度 報告会

【日 時】 平成２９年２月４日(土) １３：３０～１６：３０  

【場 所】商工観光センター コンベンションホール 

【内 容】 

１ 乳幼児教育ビジョン推進事業 報告 

２ 子どもを主体とした保育：公開保育報告 

  （事務局 舞鶴幼稚園 朝来幼稚園 うみべのもり保育所 タンポポハウス さくら保育園） 

３ 保幼小連携：公開授業・保育報告 

  （事務局 中舞鶴小学校 中保育所 中舞鶴幼稚園） 

４ 保幼小接続カリキュラム策定会議より報告 

  （事務局 会長 副会長） 

５ 子どもを主体とした保育：ドキュメンテーション・記録 報告（事務局） 

６ 講演「乳幼児教育の質向上のための園内研修の方法～ドキュメンテーションを活用して～」     

                          神戸大学大学院 北野幸子 准教授 

１ 乳幼児教育ビジョン推進事業 報告 
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平成２８年度 乳幼児教育ビジョン推進事業

平成28年度 報告会

 今年度の公開保育の様子や学んだことを事務局から報告した後、実施された５園に公開後の変

化や課題などをお話いただき、北野幸子先生よりコメントをいただきました。 

２ 子どもを主体とした保育（プロジェクト型保育） 報告 

舞 鶴 幼 稚 園 

【事務局より】 

◎園庭の砂場では、5歳児たちが樋

をつなげて高低差をつけて水を流そ

うと試行錯誤。樋をつなげることに

必死な子どもと、高低差をつけよう

と試みている子どもの思いがすれ違

う場面もあり、そこにいた保育者の

関わりについて議論。 

◎４歳児が遊具の間をくぐり抜ける

三輪車のコースを作り、信号機が設

置されたり、そこにガソリンスタン

ドができたりしていた。ガソリンス

タンドの位置(テント、ベンチなど)

やスタンドに必要なものを作るコー

ナーをどこに置くか、遊びが見える

ように、つながるように考える。 

◎３歳児は、部屋の前の色水遊び

コーナーで花を使って色水を作るこ

とを楽しんでいる。砂場では、裸足

で泥の感触を楽しんでいる子やまま

ごとごっこを楽しんでいる子がい

る。昨夜の雨でできた水たまりでど

ろんこ遊びを楽しむ子、それぞれが

好きな場所で好きな遊びを選んで

いるが、その遊びはそれぞれ遠す

ぎて互いに見ることができていな

い。 

※学んだことは図参照 

 

【５歳児担任より】 

Ｑ：公開保育後変わったことは？ 

◎環境について話し合うきっかけ

になった。 

 公開保育を受け助言をいただい

たことで今私たちが一番に考えて

いかなければならないこと、それが

環境であるということが明確にな

り、的をしぼって話し合うことがで

きました。 

◎具体的な助言をもらって方向は

見えてきた。 

 環境について話し合いを進める

にあたって、どんなところに着目し

たらよいのかということを導き出

していただきました。 

一つ目は園庭と室内との遊びのつ

ながり、二つ目は遊びと遊びのつ

ながり、三つ目は年齢を越えたつ

ながり、これらの三つの項目に基

づいて、今の子どもたちの遊びや

生活の様子を出し合い、各担任が

考えるねらいを達成していくため

にはどのような環境にしていけば

よいのか、意見や思いを交換しま

した。更に、方向が見てくることに

よってカリキュラムのねらい、内

容がより具体化し、保育のブレが

少なくなったように思います。 

 

Ｑ今後の課題は？ 

◎環境をどう構成するか？ 

 ３つのつながりの根っこにある

ものは、保育室という環境にある

のではないかということに辿りつ

きました。今、４、５歳児クラスは

2階で生活をしています。３歳児は

1階です。例えば、保育室をずべて

1階におろしてみる、そうした場合

のメリットとデメリットを出し
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合ってみました。 

 今年度の子どもたちの現状から

いうと、年度途中から保育室をか

えても５歳児にとってはメリット

がある、それは環境の変化に順応

できる力、そして、遊びをつなげて

いくであろう発達が見られる、し

かし、4歳児は支援を必要とする子

ども達がいるため、保育室がかわ

ることで今まで積み上げられたも

のが、どのように変わっていくだ

ろうかという不安要素も出てきま

した。でも、やってみないとわから

ない、しかし、やってみて、また戻

すことは子どもたちにとって大き

な負担となる、保育者はまたここ

で悩みました。 

 そんな中出てきたのが、１階に

みんなで使う製作ルームを作って

みようという案です。そのねらい

としては、作ることが好きな子ど

もたちなので、そこに来ると自分

たちの作りたいものを作り、異年

齢児の作る姿を見ることで思いを

伝え合いながら一緒に作ることを

楽しむことにありました。ここで、

年齢を越えたつながりにならない

かと考えました。 

◎遊びと遊び、子どもと子どもをつ

なげていく 

 季節のものを使い楽しんでいた

色水遊び、その隣に泡遊びができる

机をくっつけてみました。すると、

すぐに泡ジュースが完成、そして、

すぐにそばにある砂場でできた

ケーキの上に泡をのせると特製泡

ケーキができました。そこから、遊

びと遊びがどうつながっていくの

か、私たちはどうつなげていきたい

のかを話し合いました。ちょうどそ

の頃、１階の製作ルームで始まって

いたお店やさんごっこ。天気の日に

は、テントを出して外でもお店を

オープン、そうすることで室外と室

内の遊びが見えるようになりまし

た。すると、泡ジュース屋さんが開

店し、ケーキ屋さんもできました。

そして、異年齢児とのやりとりが増

えてきました。 

 遊びの動線を考え、話し合うこと

で製作ルームとしてのねらいは達成

できたのではないかと思うのです

が、遊びと生活のつながりは途切れ

てしまうという反省が出てきまし

た。保育室のことも含めて、次年度の

課題になってくると考えます。 

 

Ｑ公開保育の時期、方法について 

 6月という時期は1年が始まったば

かりで、公開保育に向けて園内研修

や話し合う時間が十分にとれず、気

持ちに余裕もなかったのですが、1年

の始めに助言をいただくとその後の

改善や充実につながるとも感じま

す。 

 カンファレンスでは、質疑応答と

いっても参加者の方に伝えるところ

まではいきません。せっかく見てい

ただいたのにと残念に思うところも

あるので、子ども達との振り返りの

ように顔を見ながら、ディスカッ

ションできるとよいと感じました。 

【北野幸子先生コメント】 
◎学習指導要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針の改定の意図は、カリキュラムをマネージメントすることに 

 ある。 
◎一人ひとりが、各園がどうしていくか、変えるのか変えないのか、どう変えるのか、もっとこうしたらという  

 建設的な議論が大事。変革を期待したい。 

朝 来 幼 稚 園 



28

平成２８年度 乳幼児教育ビジョン推進事業

平成28年度 報告会

【事務局より】 

◎５歳児は、シャボン玉遊び、それ

ぞれのグループでどうしたら大きい

シャボン玉ができるか液の調合から

始める。シャボン玉に棒をさしても

壊れないことや地面についたシャボ

ン玉が壊れないことに気づき、不思

議に感じて何度も試したり、走るこ

とで風を受けながらシャボン玉がで

きるのを楽しんだりしていた。 

◎４歳児は、船をつくりたいという

明確な目的を持って、協同的に子ど

もたちが会話をしながら船づくりを

進めていた。砂がどうしたらくっ

つくのか、土の種類や水との配合

など工夫する姿も見られ、そのこ

とを子ども同士で伝え合い共有す

る場面も見られた。 

◎３歳児は、砂、土、泥、水を存

分に感じて遊ぶ様子が見られた。

まだまだ、感触遊びの体験も少な

いので、どんどん楽しむことが大

事。 

※学んだことは図参照 

【5歳児担任より】 

Q 公開保育をしてよかったこと 

◎自分自身の学びになった。 

◎振り返り、見直しの機会になっ

た。 

◎公開の子どもの記録をとっても

らい、いつもと違う姿に気づけた。 

Q 公開後、課題と感じていること 

◎行事に追われてしまい、遊びが途

切れてしまう 

Q 今後やってみたいこと 

◎作った物でもっと遊んでほしい。 

◎作品展だから決まったものを作

るのではなく、上手下手よりも子ど

もの発想で作ったものにしてい 

きたい。 

【北野幸子先生コメント】 
◎思考力は、意図的であっても自明性、必然性があり、自己発揮しているときに育つ。 
◎変化することは怖いが、チャレンジすることを楽しみながら、遊びを継続、発展させていく。 
◎その子にとって楽しいこと、気持ちの洞察をはかり、行事の見直しを子どもとどこまでできるか、今まで通り 
 でなくてよい。 

う み べ の も り 保 育 所  
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タ ン ポ ポ ハ ウ ス      

【事務局】 

◎乳児では、子どもの年齢や興味・

関心にそった遊びの環境（自分の安

心できるスペース）が大事。保育者

の（子どもが保育者の顔を見た時

しっかり視線を合わす、思いを言語

化・・・）応答的な関わりの重要

性。五感で感じるスライム、泡遊び

のねらいには、素材そのものや変化

や違いを感じること、保育者とのや

りとりを通じて言葉の獲得やコミュ

ニケーション力の基礎を育みたい。 

◎３～５歳児では、一人一人が自分

の興味のあることに集中して遊ぶ、

友達と一緒に同じ目的を持ってイ

メージを共有して遊ぶ、のどちらも

必要。この写真は、子どもが体や

手、足を使って泥や土を感じている

姿。考え試したり、自分なりの目的

を持って、黙々と自分の遊びに集中

している。 

◎友達と意見を伝え合いながら、工

夫し、試行錯誤する様子。遊びを通

じて、自分の思いを伝え、友達の思

いを聞く経験を重ねることで、話し

合い、折り合いをつけていくことも

学ぶ。今日の遊びから、次の日への

遊びへどうつなげるのか？環境構成

はどうするのか？ 

◎クラスのみんなで共有するための

振り返り。対保育者ではなく、子ど

も同士のやりとりへ。答えやすい質

問から始め「やってみてどうだっ

た？」考える質問へ「なぜ、そうし

たの？」  

※学んだことは図参照 

【主任より】 

Q 公開保育を受けてよかったこと            

 公開保育は自分達の保育や環境を

見直す機会となり様々な視点から

助言をいただくことで保育の質向

上への原動力となりました。 

 保育者自身が公開保育を受けて

良い変化だと感じていることはク

ラスの担任間はもちろんのこと、異

年齢のクラス間でも話し合いをす

る機会がとても増えたことです。担

任間では、子どもの姿を共有するこ

とで、一人一人の子どもが何をした

がっているのか、どんな興味がある

のかを丁寧にじっくりと見ていく

ことにもつながり、どの職員も同じ

思いで子ども達に関わっていくこ

との大切を再度確認することがで

きました。 

 また、自分のクラスだけでなく、 

他のクラスとも子ども達が今、何に

興味があるのかを共有することで、

他クラスの子ども達の様子や思い

がわかり、子ども同士、遊びと遊び

をつなげることを意識するように

もなってきました。 

 より多くの職員で子どもの姿を 

共有し環境設定の見直しや、遊びの

展開について話し合う機会が増え、

何を大切に保育をしていくかを共

有することができたことは成果で

はないかと感じています。 

Q 公開保育で学んだこと 

 今回の公開保育で、あらためて、 

年齢発達に合わせて、子どもの姿、 

興味・関心から環境構成すること 

の大切さを実感しました。 

 おもちゃの種類、数は年齢発達に

あったものか？特におもちゃの場

所や置き方については､配置次第で

一人一人の遊びがじっくりできる

ものであったり、保育者や友達と共

感しながら遊べたり、協同的な遊

びにつながったり…ということを

意識しながら環境を整えていくよ

うになりました。 

 また、遊戯室や廊下の使い方に 

ついても、それぞれの遊びをどう 

つないでいくかという意識を持 

ち、環境構成することや、子どもの 

視点ではどういった環境が必要で 

あるかも学び、子ども、遊びをつな 

ぎ、パブリックスペースをどのよ 

うに活用していくか試行錯誤しな 

がらすすめているところです。 

 2歳の泡遊びの中では、「やりと 

り」や「みたて」だけでなく「素材 

を感じる」「楽しむ」ということが 

ねらいとしてあってもよっかった 

ということや、3歳児の遊戯室での 

遊びのイメージがなかったという 

ご指導もいただき子どもの姿をも 

とに年齢発達に応じたねらいをた 

て、子どもの姿から遊びの予測を 

考えていくことが大切だというこ 

とを改めて実感しています。 

Q 今後やってみたいこと 

 現在、少しずつ取り組んでいる 

ところではありますが、「幼児期の 

終わりまでに育ってほしい10の姿 

」を視点に取り入れたドキュメン 

テーションの作成にさらに取り 

組んでいきたいと考えています。 

 また、現在行っている遊びの一 

場面を切り取る形でのドキュメン 

テーションから、個人に注目しド 

キュメンテーションの作成にも取 

り組み、個人の学びや育ちを深く 

見取っていくということにもつな 

げていきたいと考えています。 

【北野幸子先生コメント】 
◎多くの研修を構成的に研究し、これからの乳幼児教育の全体の流れを意識していく。 

◎「幼児期の終わりまでに育てたい10の姿」を意識したドキュメンテーションの研究を進めてほしい。 
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【事務局より】 

◎１、２歳児の子どもたちが、片

栗粉粘土や寒天などの素材の感触

を十分に楽しみ、そこから見立て

遊びへつがっていた。様々な種類

の透明容器やガス台、なべ、お皿

など見立て遊びがイメージしやす

い環境を準備。 

◎絵具を使って、色遊びや感触遊

びを楽しんでいた。描くこと、作

ることが使うことに段々とつな

がっていくこと、塗る楽しさだけ

で終わらず、作る楽しさで終わら

ないことも大事。  

◎自分なりのイメージを持って、

製作を楽しんでいた。一人のイ

メージを友達と共有することで、

製作のアイディアや工夫も広がっ

ていく。 

◎５歳児になると段ボールなどの

素材を使って、大きなものを友達

と一緒に作るようになってくる。

協同的な遊びの中で、自分の意見

を主張したり、友達の意見を聞い

たり、更に、相談して決定したり

する力をつけていく。遊びがねら

いではなく、その中で何を育てて

いくかが重要。 

※学んだことは図参照 

【5歳児担任より】 

公開保育を受けさせて頂いたこと

で、クラスを越えての交流もより

多くなり共に過ごす心地良さを感

じる機会が増えたように思いま

す。   

今回1,2歳児は合同での活動を公開

したことで保育者も子どもも一緒

に過ごす機会が増え、良いきっか

けとなりました。 

 3,4,5歳児は週1回の仲良しデー

という縦割り保育を見て頂きまし

た。これまでの遊びでは危ないこ

とや慣れないことなどは前もって

制限してしまうことも多くあった

のですが、それでは子ども自身が

何も気付けないと感じ、止めすぎ

ずに一度やらせみること、ゆっく

りと待つことを心がけたことで保

育者も一緒に楽しむことが増えて

きました。 

 制限しないということから、午

後からの遊びの時間を子ども達自

身が選んでいけるようにしていま

す。そのことによって特に年長児

では、製作あそびをじっくりと楽

しみ 準備等も子ども達自身考え

て行うようになり、遊びをより発

展できるようになったように思い

ます。  

 作られた物の中には何を作った

かわからないものもありました

が、子どもはそれで満足をしてい

て見栄え等は関係なくそういうも

のもありなんだという気付きにつ

ながりました。 

 公開保育の後のカンファレンス

で「ダンボール遊びをもっと広い

空間でしては」というご意見を頂

き、それを参考に園庭で広げて遊

んでみました。するとキャタビ

ラーにしたり自分たちでつなげた

り、台所やお風呂に見立て遊ぶ姿

も見られ、室内の時より、より大

胆に空間を使い楽しんでいる姿が

あり、また続けていきたいと思い

ました。 

 今は作ったものを置いておける

空間も少なく遊びが途切れてしま

うので、今日の遊びを明日も続け

るための環境や作った物を置いて

おける場所を用意できれば、と考

え今後の課題としています。 

【北野幸子先生コメント】 
◎安心、安全は大前提。 
◎禁止、リスク、マイナスを探すことでなく、あれもダメ、これもダメという発想から、これもできるかもしれ

ない、あれも大丈夫かもしれないと変わろうとしていただいたことは大事。 
◎なぜ保育には時間割がないのかも考え、保育や遊びをつくっていってほしい。 
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さ く ら 保 育 園  

【事務局より】 

◎乳児の環境には、色・形・動

き・触覚など、五感を意識した心

地よい空間が大事。小麦粉粘土や

米粉粘土などの感触遊びから、見

立て遊びを引き出すための（容器

の数、道具など）環境も大事。 

◎3歳児は、それぞれ自分なりに

イメージしたものを作ったり、

作ったもので遊んだりしていた。

異年齢の子の姿をよく見ており、

影響を受けている。時には、保育

者がモデルとなり、一緒に遊びに

入ることも大事。 

③4歳児は、２～３人と４～５人

の小グループがあり、その中でそ

れぞれのアイディアや工夫を伝え

合い、新たな製作を楽しんでいた。

お互いのイメージを共有するために

は、話し合うことが重要。自分の思

いを言葉にして伝えることを様々な

遊びの中で身につけていくことが大

事。 

◎5歳児はさらに、大がかりなもの

を自分たちでつくっている。共通の

イメージがあるからこそ、何日もか

けて大がかりなものを作り、役割分

担も自然にしている。 

※学んだことは図参照 

 

【園長先生より】 

Ｑ保育を見直したことで何が変わっ

たか？ 

子ども：表情、動き、言葉などが子

ども発信に変わった、作ってみた

い意欲（宇宙・お店屋さん・回転

寿司・楽器など） 

保育者：子どもの姿をよく見る、

子どもの言葉に耳を傾ける、保育

者同士で話し合うようになった。 

保護者：「今日、このお菓子箱

持っていって電話作ってくる」と

か「○○ちゃんと先生ごっこし

とった」など毎日したいことを考

えて夜過ごしている。・なんでも

自分から考えて行動するように

なった。 

※保護者アンケートより 

Ｑ今後やってみたいことは？ 

◎遊びを広げること 

◎子どもを主体とした行事 
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Ｑ課題 

◎子ども主体とした行事とした場

合の導入・流れ・当日の進行 

◎行事が普段の遊び・興味関心が

途切れさせてしまう 

◎保護者への理解簡素化したよう

に感じてしまう行事 

◎子ども主体＝自由放任＝一年生

になれるの？という保護者の思い

からの理解 

 

 さくら保育園で公開保育を行う

上で、職員に話をしていたことが

あります。それは、公開保育はあ

くまで通過点であって特別なイベ

ントであってはならないというこ

とです。 

ですから普段の保育を見てもらお

うと。公開保育が終わったら元に

戻るようなものにならないように

と言っていました。 

保育を見直したことで一人一人の

言葉に耳を傾けるようになりまし

た。先生からの一方的な指導では

なく、子どもたちからわき出る興

味関心に気がつけるようになって

きました。 

 子どもたちは活動を始めるとい

ろんなアイデアが出てきて活動が

広がり始めます。 

そこで課題になるのが行事です。 

行事は普段の子どもの成長を見て

いただける機会なので、とても重

要ですが、ついつい行事のための

練習・行事のための準備に時間が

費やされます。 

せっかくの子どもたちの興味の広

がりも行事を通過することで断ち

切れてしまいます。 

 

保育者の思いと保護者理解との間

で担任は頭を抱えてしまいます。 
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 今回は公開保育での心構えとして

公開保育は終点では無く、通過点で

あるということを紹介したかったで

す。子どもたちの興味関心は常に動

いており、一つのことが長く続くこ

とはあまりありませんでした。 

公開保育時にピークだった電車

もピークが過ぎ壊れかけてきたの

で、園庭に出して最終は処分しよう

と思っていました。園庭に出すと、

今まで興味はあったけど遊べなかっ

た１・２歳児が我先にと電車で遊び

始めました。これもとてもいいこ

とのように感じました。 

また、部屋では焼き鳥屋さんやパ

ターゴルフに興味は移っていまし

た。 

 年長児はお店屋さんや宇宙か

ら、ファッション雑誌作りにかわ

り、興味のある子どもたちが自分

の着たい衣装を作り写真を撮って

雑誌を作りました。 

 ギター作りやドラム作りをして

いた３歳児は、クラスで楽器の発

表すると、年長児に派生してコラボ

で保育室コンサートが始まりまし

た。 

そこから年中児にも派生したので、

お誕生会でみんなに披露することに

なりました。 

それからのドラム作りは発展し、と

ても素晴らしいドラムもできあがり

ました。  

【北野幸子先生コメント】 
◎4年間来させていただいてよかった。 

 4年前と園長先生の印象が違う。保育を楽しんでおられる姿が印象的。 

◎他の園の公開にも毎回来られ、園長先生が変わってこられリーダーシップを発揮されていることがわかる。 

◎行事について、日ごろの保育（遊び）が行事につながることが大事。 
◎公開保育の参加者からも、園にいて楽しいという声がたくさん聞かれた。
◎これからの保育、子どもを主体とした保育に期待したい。 
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３ 保幼小連携 報告  

 保幼小連携研修、保幼小中連携研修について事務局より報告の後、公開校・園より報告をしてい

ただきました。 
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【1年生担任より】  

 今年度は本事業を受けたことも

あり、年間を通して、幼稚園、保育

所と連携を進めていくことになり

ました。大きな取組としては、2学期

の「なか・あきフェスティバル」で

したが、様々な取組を一緒に行う中

で、子どもたち同士のつながりが強

まるのではないかと思い、１学期か

ら３学期までを通した交流を計画

しました。 

 

 「なか・あきフェスティバル」で

は、材料集めをペアと一緒にすると

ころからスタートをしました。どん

ぐりや木の葉を集める中で、多くの

言葉を交わし、いっしょに遊びなが

ら楽しい時間を共有することで、少

しずつ打ち解け、仲良くなっていく

様子が見られました。 

１回目の共同製作は、作る物を

決めずに製作を始めました。作る物

を限定してしまうと、意欲を持って

作っていけない子もいるかもしれ

ない、という配慮から、まずは、ど

んな遊び方をするのか観察をしま

した。すると、子どもたちは、秋の

自然物から豊かな想像力を膨らま

せ、いろいろな遊びかたを思いつき

遊びはじめました。木の枝を使って

ドングリを釣って遊ぶ子、雨どいを

使ってドングリを転がし遊ぶ子、服

中 舞 鶴 小 学 校 

を作って、葉っぱや木の実で飾り付

けをする子、マラカス、ギター、太

鼓等の楽器を作って演奏する子な

ど、教師も想定しなかった様々な遊

びの姿が見られました。自分のやり

たいことを自分で決めていくので、

どの子も意欲的に活動する様子が

見られました。しかし、中には自分

が楽しむことが最優先になってし

まい、ペアの子をほったらかしにし

て遊んでいる子、自分一人で楽しん

でいる子もいました。小学校では、

活動が終わるたびに振り返りをし

て、より良い活動になるように話し

合いをしました。子どもたちの中か

ら出てきたのは、「もっとたくさん

ペアと話をする」ということでし

た。話し合いをしたら、新しいアイ

デアが生まれ、ペアの園児ともさら

に仲良くなれるから、たくさん話を

したいと目標を持って、次の共同製

作に向かいました。 

2回目の共同製作からは、教え合

いなどの子ども同士のつながりが

生まれるように、コーナーを４つに

設定し、子どもたちの興味関心から

自由に選ばせるようにしました。子

どもの遊び方を見ていると、１つの

遊びをとことん追求するペア、どの

コーナーにもまんべんなく参加す

るペアがいて、様々な楽しみ方が見

られました。 

１年間の取り組みの中で、大切

にしてきたことや学んだことをま

とめたいと思います。 

１つめは、「子どもに主体性をも

たせること」です。そのために、子

どもたちが夢中になり、みんなで取

り組みたいと思えるテーマの設定

や、場の設定が大切だと学びまし

た。子どもたちの「こんなことをし

てみたい」「こんなことができたら

いいな」という思いが活動を進める

強いエネルギーになるので、子ども

たちの思いを生かし、テーマを設定

するように心がけました。また、準

備しすぎても、子どもの活動を制限

することになってしまうので、子ど

もが自分自身で選択し、他のもので

代用できるものはないかと考える

部分を作っておくことも必要だと

感じました。 
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中 保 育 所   

【５歳児担任より】  

 私自身、５歳児クラスを担任する

のが初めてであったため、まずは今

までの連携活動の内容を保育所の

先生や記録から知るということか

ら始めました。その内容は、小学校

に招待してもらうといったイベン

ト的な内容が多く、互恵性のあまり

見られない活動でした。 
 私自身も、小学生に色々なことを

教えてもらう、その経験の中で年長

児が憧れの気持ちを待つという一

方的な活動という認識でした。 
 今回連携研修や、公開授業・保育

を受けることにより、木下先生やい

ろいろな先生方の話を聞き、自分の

認識の違いに気づけ、また幼稚園・

小学校の先生方とたくさん話をす

る中で、多くのことを学ばせてい

ただくこともできました。 
 話し合いのスタートは、子ども

の興味・関心を起点とした活動と

なるよう、お互いの子ども達の姿

を伝え合うものでした。今思うと・・・

まずは、“お互いの違いを知る”と

いうことは、とても大切であった

と思います。 
 私自身の反省としては、保育所

の子ども達の姿を伝えるだけでな

く、幼児の子ども達が、遊びの中で

どのような学びや育ちがあるのか

を、具体的に小学校の先生方にお

伝えすることができなかったこと

です。 
 また、木下先生のお話にもあり

ましたが、連携活動後に子ども達

の学びや育ちについて、中舞鶴幼

稚園と小学校の先生と、もう少し

意見交換・情報交換ができていれ

ば、更に共通理解も深まり次の活

動がよりよいものになったので

は？とも思います。 
 
 最後に連携活動の場の設定につ

いてですが・・・。 
当日、木下先生から連携活動は小学

校の体育館以外でも良かったので

は？とのご指導をいただきました。 
正直私の中にはない発想でしたが、

普段保育所園庭で“樋遊び”を楽し

む子ども達の様子を思い出してみ

ると…より速さを出すための急傾

斜作りにジャングルジムを活用し

たり、うまく転がらない原因が地面

の凸凹であると考え微妙な調節を

しながら地面を削ったり、より滑ら

かに転がるのでは？と予測し、さら

砂を一緒に流してみたり・・・と、 
子ども達が主体的に環境に関わり、

友達と一緒に試行錯誤を重ね探究

する姿がたくさん見られます。 
今後の活動では、より互恵性のある

学びの深い活動となるよう、環境設

定また環境の工夫を考慮していき

たいと思います。 
 保育所の子ども達の学びが就学

後どのように育っていくかを見通

した保育を心がけ、なめらかな接続

のための連携を今後も進めていき

たいと思います。 

中 舞 鶴 幼 稚 園  

【５歳児担任より】 

交流するということで、子どもた

ちは喜んでいました。しかし、実際に

行ってみると、緊張して何も話さな

い子がたくさんいました。ペアのお

友達を決めましたが、１年生が言う

ことにただ頷くだけだったり、一緒

に秋みつけの散歩に行っても、それ

ぞれに見つけ、親しみのある担任に

見せに来たりする様子でした。園に

帰って「自分の思いを伝えたらいい

んだよ」と話をしました。 
 そこからは、「こうしたい」「どう

したらいい？」と、きちんと自分の言

葉で伝えることが増えてきました。

１年生も上手に聞き出したり、やさ

しく教えてくれたことで、ペア同士、

会話を楽しみながら、作ったり遊ん

だりするようになりました。 
 回数を重ねることで緊張がとけて

きて、「してあげる」「してもらう」

の関係ではなく「一緒にする」ができ

るようになり、どの子もとても楽し

そうで、自分なりに色々考えて、活

動をしていました。 
そのあとの振り返りの時間には、

大勢の人の前で「はい！」と手を挙

げて積極的に意見を言う子もあり

驚きました。クラスの中ではできて

も、学校で発表するのは難しいかな

と思っていましたが、どこを工夫し

たか、どこが大変だったかまで、上

手に発表することができました。た

くさんの人の前で言えたことは、大

きな自信につながり、その後、部屋
の中でも積極的に手を挙げること

が増えました。 
 「また行きたい」「楽しかった」

「今度は来てほしい」と次の交流を

心待ちにし、何度も学校へ行ったこ

とで、就学への不安も減ったようで

す。 
 保護者も同じで、場所に慣れて安

心です、と言われました。１年生へ

の憧れの思いもあり、入学を心待ち

にしてくれればと思います。 

 交流することは、子どもも教師

もお互いに学ぶことが多いので、

大切にしていきたいですが、今年

度は急に決まったこともあり、バ

タバタしてしまうことも多く、そ

こは反省だったと思います。 
 年度当初に、担任同士がきちん

と話をし、子どもの様子や狙いを

明確にしたうえで、年間計画を立

て、取り組めることが大事だと感

じました。 
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４ 保幼小接続カリキュラム策定会議 報告 

 事務局より会議の経過を報告し、副会長より会議の議論について報告いただき、会長である兵庫

教育大学大学院溝邊和成先生より今後の方向性をお話いただきました。（こららの報告は、2月27

日 保幼小中連携研修会において報告された内容を掲載しています） 
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【副会長より】 

第１回策定会議 

はじめに市より保幼小接続カリ

キュラム策定の趣旨や全体像及び、

乳幼児教育ビジョン・小中一貫教育

基本方針についての説明を受け、カ

リキュラムのイメージ、それぞれの

育てたい子ども像や、教育方針の共

有を図りました。また、接続カリキュ

ラム策定に向けて本会議の会長であ

る、兵庫教育大学大学院教授 溝邊

先生より次期学習指導要領、幼稚園

教育要領、保育所保育指針の改訂の

方向性について講義をしていただ

き、今後のカリキュラム策定に向け

て、大いに参考となるお話を伺いま

した。説明、及び講義を受け、どんな

カリキュラムを作りたいか、カリ

キュラムを作る上で大事にしたいこ

とについて委員が意見交流をしまし

た。 

◎舞鶴で生まれ育ち社会や世界に貢 

献できる人材をいかに育成していく 

か。 

◎ふるさと舞鶴を子どもたちとどの 

ように創り上げていくかというビ 

ジョンを持って作成したい。接続の 

カリキュラムの作成に止まらず、そ 

れに基づいた実践事例を出し合うこ 

とを大事にしたい。 

◎市内全園、全校が

共通理解のもと、 

活用していけるカ

リキュラムにして 

いきたい。 

◎子どもの姿や育

ち、学びが見てと 

れるような、舞鶴な

らではのカリ 

キュラムを作成し

たい。 

という前向きな意

見が多く出されま 

した。 

第２回策定会議 

はじめに、保幼小接続カリキュラム

の具体的な作成イメージと、スケ

ジュール等について確認しました。

育ち・連携・事例のキーワードに分け

て検討をしていくという説明を聞

き、討議の方向性や進め方、作成方法

等について共通理解しました。 

 その後、普段感じている現状と課

題、育ってほしい子どもの姿等、委員

それぞれの思いを共有するため、２

グループに分かれ協議をしました。

それぞれのグループから出た主な意

見を項目に分けて紹介します。 

なめらかな接続 

◎５歳児修了時にどういう力をつけ

ておきたいかということを保幼小の

先生が共有することがなめらかな接

続につながるのではないか。 

◎授業参観・保育参観や情報交換等

の交流を進めていきながら、幼児教

育と小学校教育の学びのつながりを

実践的に理解し、繋いでいく必要が

ある。 

◎幼児教育は、小学校教育の前倒し

ではない。就学前には、「協同的な学

び」を意識して取り組み、興味や関心

にそった活動から、興味や関心を生

かした学びなど、小学校へのつなが

りを踏まえた教育を充実させるこ

とが求められている。 

◎小学校は、保育所や幼稚園での

育ちを確実に引き継ぎ、小学校で

の学習に興味・関心を持って取り

組んでいけるように学習活動を創

造することが必要である。 

◎保育所や幼稚園は、子どもたち

が先生に認められたりほめられ

たりしたこと、得意としている

こと等を学校へ引き継ぎ、保育

所や幼稚園からの自信や自己肯

定感を小学校へ繋いでいくこと

が大切である。 

連携活動 

◎保幼小連携をすることで、子ど

もたちに、小学校への親しみや安

心感が生まれている。小学校が楽

しいと思えることや、学校に対す

るイメージが持てるということ

は、とても大切である。 

◎教師同士が互いの姿を見ること

につながり、連携活動に向け、カリ

キュラムの作成や、協議、情報共有

を重ねることで、相互理解が深ま

り、学びが上手くつながる。 

◎連携活動を通して、保幼小の先

生同士に、子どもへの認識のずれ

があることが分かった。小学校の

先生が予想以上の園児の力に驚く

場面があった。 

◎イベント的な連携活動ではな

く、互恵性のある、連携活動をして

いくためにも、接続カリキュラム

は大切だと思う。 

課題 

◎幼児教育から小学校教育へと移

行する際には、教育の内容や方法、

生活環境等に大きな違いがあり、

小学校に入学した子どもたちに

とっては、これが大きな段差とな

り戸惑いが生じ、急激な変化に対

応できないこともあるのではない

か。 
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◎幼児期は主体的な遊びや体験、環

境を通して学び育つということが

大切である。しかし、1年生になっ

たとたん、教師が指示を出したり、

教えたりすることが多くなり、教師

が個々の子どもの素朴な疑問や思

いを受け止めることが難しいよう

に感じる。 

◎指示を受けて行動するのではな

く、今どうするべきか自分で判断

し、行動できることを保幼小中で大

事にしていくことが必要である。 

◎学校教育では、カリキュラムに縛

られてそれ以外の発展的な思考を

押さえてしまう傾向がある。今後、

個人の発展性や得意な所を伸ばす

教育が必要ではないか。 

◎教科のねらいから外れた点に関

心を持っている子がいた場合、ねら

いから外れていても、その子らしい

発想を認め受け止める姿勢が大切

である。教師にはそんな幅の広さや

懐の深さが求められる。 

 これらの意見が出され、それぞれ

が普段感じている熱い思いを語り

合うことで、今後、より議論を深め

ていくべき内容や課題を委員が共

有できました。また、グループ協議

を終え、会長である溝邊先生よりま

とめ及び、今後の方向性をお話しい

ただいきました。 

◎学び手を育てていくためには、育

てる側が学び手目線で“何を見て

何を考え、何を学んでいるか…”と

いうことに常に意識を向けること

が大切。 

◎委員が子どもを原点に考え、舞鶴

の子どもはどんな姿か、滑らかな接

続とは何が滑らかなのか…と、子ど

もに着目して作成していく必要が

ある。 

◎子どもの育ち、子どもの姿をどの

ように育てていけばよいかという

ことで模索してほしい。 

 

私自身、これまでの2回の会議に

参加して、保育所や幼稚園の先生方

と意見交流する中で、幼児教育と小

学校教育の違いや各々で大切にし

ている点などが分かってきました。 

まず、園と学校がお互いの特色

を理解し、互恵性のある活動を通し

てスムーズにつながっていけるよ

う、保幼小接続カリキュラムの策定

を進めていきたいと考えています。 

 

【会長より】 

策定会議はいろんな立場で議論を

進めていっていただいている。 

3つの柱をもとに進めている。 

①子どもファースト、どう子どもの

歩みが見えるか。 

②舞鶴オリジナル、どう具現化して

いくか。 

③現場ベースを生かして取り入れ、

教育的意図が表れたものにしてい

く。 

保育所・幼稚園・小学校、3つが合体

するという縫い目のないシームレ

スなカリキュラムになる、これが

子どものなめらかな発達につなが

る。 
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５ 子どもを主体とした保育：ドキュメンテーション・記録 報告  

◎教育、保育は実践、実践は現象、現

象は消えていく。視点があって記録

があり、可視化し、共有できるし議論

ができる。 
◎ドキュメンテーションは、現象と

して流れて消えていく教育の実践の

中身を説明したり、議論し質の向上

をはかっていく、そのために必要な

もの。 
◎実践を伴った専門職が専門性を向

上させるためには記録はキーワー

ド。 

◎幼稚園、保育

所、小学校、中学

校、大学に関わら

ず、教育する次世

代を育成すると

いう仕事の現象、

実践をともなう

ところには記録

はとても大事。 
◎一人で実践を

ふり返ったり、記

録するのとは次

元が変わる、自分

以外の視点、関心

を持っている教育専門職同士が語

り合える。 
◎今日は幼稚園、保育園の先生方が

対象だが、ここに小学校低学年の先

生が加わられたらどうかというこ

とも考える。 
◎今からの時代の子どもたちには、

実践の記録、ドキュメンテーション

を中心としてその育ちや学びを促

す手段として、教育の実践力の向上

を図ることがもっともっと必要に

なる。 

◎学習指導要領、幼稚園教育要領、

保育所保育指針の改正のキーワー

ドはアクティブラーニング、カリ

キュラムマネジメント。 
◎乳幼児の教育は、教科主義的教

育ではなく、実践を通しての経験

主義的教育。 
◎ドキュメンテーションをいかし

て、子どもが身体も心も感性も動

かしながら学んでいく内容をもっ

と可視化する。 

◎現象として学んでいるが、子ど

もたちがアクティブに学ぶ姿を

もっと可視化し共有し、そこにど

う教育的な援助が行われるのかを

考えることが大事。 
◎ドキュメンテーションは、単に

ドキュメンテーションの技術とし

ての方法を学ぶというよりは、い

わゆる現象としておこっている教

育の内容を見抜く力、議論する力、

援助の方法を向上させていくため

に作る。 
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各園のドキュメンテーション  
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 今日は接続期のこともたくさ

ん出てきて、保幼小連携、接続カリ

キュラムの策定あり感無量。 

 今、目指しているところは保幼

小中高の教育が大事。年齢による

格差はない。幼児期が特に大事と

いうわけでもなく、小学校が特に

大事でもなくどこも大事。 

 小学校、幼稚園、保育所の先生

が、一緒に研修されていることは

ありがたい。小・中学校は研修保障

があるが、それを全ての保育所・幼

稚園にも同等な形で受けられるよ

う教育委員会にお願いしたい。初

任研、10年研はぜひ一緒にやって

いただき、次世代育成のコミュニ

ティの創生を考えていただきた

い。 

 乳幼児教育の質向上のための園

内研修をどう作っていくのか、そ

れを市の研修にどうつなげていく

のかを考えたい。 

 

【保育者の主体性】 

◎子どもの主体性を発揮するに

は、保育者や教師の主体性も大事。 

◎日本の幼児教育の歴史は、子ど

もたちの傍らに寄り添って教えて

いるが、実は子どもから教わって

いるという相互作用がある。子ど

もに関わる心持ち、尊さ、謙虚な気

持ち、謙遜の心、善意、地域への貢

献や慈善からスタートしているそ

ういう文化がある。 

◎子どもたちのために頑張りすぎ

るのが保育所・幼稚園の先生、小学

校の先生の特徴だが、先生方が身

体や心を壊してはいけない。その

ことが子どもたちのためで、先生

方こそが教育の資源、次世代育成

にとって先生方が大事。先生が継

続勤務できないことが問題となっ

ている。 

◎OECDが出している2005教師の重

要性より、教育の質は教師こそが

握っている。継続勤務、安心、安全、

力量、実践力の向上は、記録、ド

キュメンテーション、実践の振り

返り、実践を見抜く視点を蓄積し

ていくこと。単に経験を重ねるだ

けでなく、振り返りながら実践力

を向上させ、学び続けながら経験

を蓄積していくことが大事。 

◎子どもが対象である場合、子ど

６ 講演  
「乳幼児教育の質向上のための園内研修の方法～ドキュメンテーションを活用して～」                       

                        神戸大学大学院 北野幸子先生 

もたちのためということを考えが

ちな文化が、保育所・幼稚園、小学

校など教育というやりがいのある

仕事はそれゆえ落とし穴がある。 

◎実践の振り返りを行った時に多く

の先生方は欠点をあげて「この時こ

うすればよかったのに」「あの時

もっと環境構成ができたのに」

「もっと教材研究ができたかもし

れない」いわゆる自己評価の低さが

教育職にあるものの特徴のひとつ

でもある。 

◎管理職の先生方は特に、園の先生

方の自己実現、自己発揮これこそが

子どもの主体性の尊重の大事な背

景になることを意識してほしい。 

 

 

【保育者の専門性】 

◎小学校以降の教科主義教育も大事

だが、発達的に乳幼児期は自己中心

性が強く経験的に学ぶ。 

◎五感が敏感で、小学校以降よりも

もっとマニュアル化できないのが

乳幼児期。先生自身が判断を下さな

ければいけない難しさがある。 

◎専門性の高い仕事は、人の命を預

かり、自分の判断で決めなければい

けない場面が沢山あること。これが

高度な専門職。保育・教育の現場で

は常に先生方が判断を下している。 

 

【同僚性を育む園内研修に!】 

◎園内研修によって、人間関係が悪

くならないように気をつける。 

◎管理職、主任の先生は、「あの時子

どもがこんなこと言っていたのに

何で見てなかったんだろう」「もっ

と準備してたらもっとできたはず

じゃないの」「何で変えようとしな

いんだろう」など、他者に対する期

待や要求が高くならないよう意識

することが大事。子どものために当

然ではあるが、そういう危険性があ

る仕事であることを認識し、尊敬し

合う、共に成長し合う同僚性を育

む。 

◎アメリカの保育所、幼稚園、小学校

２年生８歳ぐらいまでの教育専門

職の倫理の中には、「同僚の尊重、

同僚のそれぞれが違い多様である

ことを尊重する。子どもたちも大人

たちもそれぞれの可能性を最大限

発揮できる」ということが書かれて

いる。 

◎園内研や研修を行うにも、それぞ

れの得意分野の開発やチームとし

ての教育力の向上を尊重してい

く。 

 

【園内研修の内容について】 

◎研修が与えられたり、やらされて

る感、人に言われてるからしてい

る感から、職責として養成と研修

は絶対必要なもので、それをし続

けることが待遇や処遇の改善にも

関わっている、研修自体がこの仕

事が大切な仕事だと表すものとい

うことも浸透させたい。 

◎受動的な研修から能動的な研修

に園内研修を変えていく。 

◎先生方にとっての内発的動機付

け、つまり自明性、必然性が大事。 

◎園長、校長や先生方が、子どもの

姿に高い関心をもたれると園も変

わる。 

◎子どもの具体的な名前、子どもの

具体的な姿、子どもの発言、子ども

の行動をたくさん語る文化を作っ

て行くこと。「まずは語ろう」が園

内研修のスタート。 

◎園長、主任、先生方一人ひとりが、

今この子どもたちはどんな気持ち

なのか、今どんなものに興味関心

を持っているのか、今どんな発達

の過程にあるのか、この子たちに

今どのような生活や発達の課題が

あるのかを見ようとし、語ろうと

する。 

◎保育・教育課程や指導計画、実践

の検討や行事あり方、絵本や歌の

選曲など、何人の子どもの名前、

姿、行動が先生方の中に浮かび、子

どもの姿からスタートできている

かが大事。 

◎子ども理解からカリキュラム作
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成を考える3つの視点。 

１．興味・関心 

２．発達の視点 

３．生活課題 

◎ドキュメンテーションを見るとき

に、発達の視点、学びや育ちの見取

りがあるか、それを促すための環境

構成や保育者の援助の視点がある

かを探す。そういう視点を持つと自

明性、必然性がわかってくる。 

◎先生方自身が主体的にアクティブ

に学ぶ、話す、動く、気持ちが揺さ

ぶられる、考える、実際につくる。

これが主体的で能動的であり、身体

と心がどうなるのかを体験するこ

とになる。 

◎先生同士が「ここが良くなったね」

「ここ工夫してたね」「ここが変

わったね」と研修の結果、変化がほ

められ、研修の意義が実感できるよ

うにする。これが受動的な研修から

能動的な研修へ園内の研修を変え

ていくことにつながる。 

◎どれだけ活かせれているかという

ことを、先生方が実感できるように

すること、組織としての園内の同僚

性の中にいくつかの要素ができて

いると可能であると言われている。

◎行動目標ベースで議論する習慣

が、先生同士の中でできているこ

と。 

◎勉強会や話し合いの結果、どうい

う風に自分の行動目標として課題

を抽出し、実際変化できるのか、例

えば園内研修の後に必ず、「明日あ

なたのクラスの教室の環境のどこ

を変えるのか」「明日あなたは○○

ちゃんになんて言葉がけをするの

か」「明日あなたはどんな絵本を選

び、どんな歌をうたうのか」学んだ

こと、研修したことが行動ベースで

変化として先生方にフィードバッ

クできているか。行動目標をもち実

際に行動するこのことが大事。（「手

軽に園内研修メイキング～みんな

でつくる保育の力～」北野幸子先生

編著を参照） 

◎気軽に、準備なし、持ち込みなしで

１人３分自分の保育を５人が話し、 

主任、園長が５分、その保育の発展や

先の行動目標を提出するような研

修から取り組む。 

 

【これからの研修システム】 

◎研修はさせられるものではなく、

言われてするものでもない。この仕

事には当然必要なものであり、自助

努力でやることではなく、制度とし

て図られなければいけない。 

◎教育委員会の初任研、10年研は、公

立、私立、幼稚園、保育園を問わず

全てに対して保障できていく様な

学び続けるシステムを作っていき

たい。 

◎厚生労働省に働きかけ続け、保育

者の専門性について、資格の階層

化、研修を保障し、研修によって得

た知識、身につけた実践力、応用力、

判断力がついて、それによって任さ

れる仕事をきちんと階層化して、資

格と仕事の業務内容と待遇をセッ

トで、保育士全体をあげてほしいと

いう報告書を提出し、10年目にして

ようやく保育士の先生方の研修に

対して予算がついた。できるところ

からやっていき日本のモデルと

なっていく。 

 

【市の乳幼児教育の質向上研修】 

◎日本の研修の保障に関して、舞鶴

市は市の皆さんがとっても熱心で、

日本中の10市しかやっていない「幼

児教育の推進体制構築事業」の予算

をしっかりとられ、幼児教育の質向

上を図っている。 

◎無藤隆先生から「普通の小さな町

がいかにして乳幼児教育で日本一

になったかという本を書いたら」と

勧められている。 

◎これほど多くの公開保育を公立、

私立、保育所、幼稚園を越えてやっ

ているところは少なく、大豆生田啓

友先生をはじめ、先生方がそれぞれ

の地域で舞鶴方式を取り入れて公

開保育を中心とした研修を実施し

ている。公開保育とそれによる実践

の質の向上は、舞鶴の皆さんの試み

が日本中の先生方に注目されてい

るところだと思う。 

◎「公開に後悔なし効果あり」を日本

中に広めていきたい。 

◎舞鶴市では、公開保育をされ実践

の質が向上されてきた実感がある。

次はアクションリサーチ、実践の乳

幼児教育の現場が抱えている課題

を、園だけでなく研究者や外部の人

たちと連携しながら研究ベースで

改善していく。 

◎Ａ園の課題を研究者と一緒に改善

していくために、データーを集め改

善の教材を開発し、環境を変える。

その結果どういう成果が見られた

か、研究ベースでエビデンスを出

す。アクションリサーチの成果は自

園のみならず他園でも応用が可能

な地域の実践現場の財産になる。 

◎舞鶴市でも小学校のほうから指定

校研究その他の助成金を取っていた

だき、保幼小連携実践研究のアク

ションリサーチ実践研究のベースを

作ってほしい。 

◎改定では、アクティブラーニング

の推進、カリキュラムマネージメン

トがキーワードとなっている。その

中にも10の視点と実践の記録がある

が、知識と技術と情意、心情、意欲、

態度、応用力、活用力、こういう力の

柱を生まれてから保育所、幼稚園、小

学校、中学校、高校、大学とずっとつ

らね、子どもたちの教育の柱、校種、

園種を越えた教育の柱を作ってい

く。 
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 講 演 資 料 



45平成28年度 乳幼児教育ビジョン推進事業 報告書



46

平成２８年度 乳幼児教育ビジョン推進事業

平成28年度 報告会



47平成28年度 乳幼児教育ビジョン推進事業 報告書

その他

日時：平成２９年２月２７日(月) １３：３０～１６：３０  

場所：商工観光センター ホール 

内容： 

講演 「次期教育要領・学習指導要領等から考えるこれからの教育―主体的・対話的で深い学び―」  

                   文部科学省 初等中等教育局 視学官 田村 学氏  

報告 「保幼小接続カリキュラム策定会議研究状況について」（※「平成28年度報告会」に掲載済み） 

                  事務局  

                  舞鶴市保幼小接続カリキュラム策定会議 副会長 岡本 明生 

対談 「主体性を育む保幼小中の連携・接続」 

                  舞鶴市保幼小接続カリキュラム策定会議 会長 溝邊 和成 氏 

                                  （兵庫教育大学大学院教授） 

                 文部科学省 初等中等教育局 視学官 田村 学 氏 

【これからの社会】 

◎近い将来、10人中9人は今と違う仕

事をしている。 

◎20年以内に、今の仕事の47％は機

械が行う。 

◎機械化してほしくない職業は、保

育士、幼稚園教諭、教師。 

◎人材育成面での企業の期待と大

学・大学院の取り組みについて 

大学・大学院が教育面で特に注力し

ている点は「知識の習得、能力の育

成」。しかし、企業の大学・大学院

への期待は「チームで課題に取り組

む、自分の考えを引き出す、他者と

のコミュニケーション能力」学校教

育と一般社会にはミスマッチがある

のではないか。 

◎学校教育に対する保護者の意識調

査（中学2年生の保護者対象）多くの

保護者は、社会に出て役立つ力をつ

けるべきと考えている。受験に役立

つ学力は67.4％と考えている。 

 

【学習指導要領改訂の方向性～主体

的・対話的で深い学び～】 

◎「何ができるようになるか」を意

識しながらも「どのように学ぶか」

を重視した。 

◎「どのように学ぶか」は「主体

的・対話的で深い学び（アクティブ

ラーニングの視点）」で示されてい

講 演 「次期教育要領・学習指導要領等から考えるこれからの教育―主体的・対話的で深い学び―」  

                   文部科学省 初等中等教育局 視学官 田村 学氏  

る。 

◎知識・技能・思考力・判断力・表

現力・学びに向う力・人間性等がプ

ロセスとしての豊かな学びを実現さ

せ、それぞれが大きく成長し確かな

ものになっていく。 

◎「主体的・対話的で深い学び」の

もっともわかりやすい象徴的な事例

の姿が幼児教育。保育所や幼稚園の

子どもたちの姿こそが主体的、対話

的で深い学びの姿。 

 

～「主体的・対話的で深い学び」の

事例を通して～ 

◎体験や活動を通して学び、力をつ

けていき、徐々に言葉が発達と共に

入ってくる。 

◎子どもたちは様々な体験の中から

感じ考え行為することを繰り返し繰

り返し行っている。このプロセスの

充実が子どもたちの学びには大切で

ある。 

◎繰り返し体験することで、詳細な

描写になり比べたり、変化に気付い

たりする。 

◎子どもたちの気付きが確かに広

がったり、増えたりするには保育者

や教師のねらいや関わりが大きく関

係している。 

◎保育者や教師は「～しなさい」と

は言わず、経験してほしい思考や行

動につながる言葉をかける。子ども

が自ら考え、行動することにつなが

る。 

◎子どもたちの発言（言葉）を書き

残していくことで、子どもたちはお

互いの発言を関連付けてつなげて考

え、新たな発言を生み出すことがで

きる。 

    

【学習指導要領改訂の方向性～手応

え感覚～】 

手応え感覚（ポジティブ感情） 

気付きが高まる⇒思考がくり返し発

揮される⇒学びに向う力 という意思

をはっきりさせる。 

◎「なるほど」「わかった」「みん

なでできた」⇒「またやってみよ

う」という充実感、達成感、自己有

能感、一体感が好奇心、自立的欲

求、向社会的欲求へとつながってい

く。 

◎この「手応え感覚」を何度も何度

も繰り返し経験すると好ましい心的

傾向性（また頑張ろう）が生まれ安

定性につながる。 

◎一生懸命やってもうまくいかない

こともあり、だれも手伝ってくれな

い助けてくれないと、好ましくない

心的傾向性（頑張ってもうまくいか

ない）を多く経験してしまうのは避

けたい。 

【保幼小中連携研修会】
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その他

【学習指導要領改訂の方向性～知識

の構造化～】 

◎知識の構造化には、自分の考えが

言える、友だちが話を聞いてくれる

ことが必要である。 

◎児童生徒自ら学級やグループで課

題を設定し、その解決に向けて話し

合い、まとめ、表現する学習方法が

知識を活用することにつながる。 

◎主体的・対話的で深い学びの視点

による学習とは…考える⇒理解が深

まる⇒振り返る⇒つながりに気付く

⇒「すっきり」「なるほど」深い学

び 

◎幼児期の終わりまでに育ってほし

い10の姿 

「健康な心と体」「自立心」「協同

性」「道徳性・規範意識の芽生え」

「社会生活との関わり」「思考力の

芽生え「自然との関わり・生命尊

重」「数量・図形、文字等への関

心・感覚」「言葉による伝え合い」

「豊かな感性と表現」 

◎学びの基礎は幼児教育にあり、

様々な体験や活動を通して学び合う

子どもの姿にある。 

◎小学校低学年は幼児教育の学びに

近いので、カリキュラムをうまくつ

なぐことが重要。 

・小学校⇒話し合い、意見交換、自

分を見つめ直す 

・中学校・高校⇒自分の考えを他者

に明確に伝える、じっくりと自己内

で分析する、意見交換、ディスカッ

ション 

◎１０の姿は幅広く社会にも広げて

いくことができる。  

対 談「主体性を育む保幼小中の連携・接続」 

     舞鶴市保幼小接続カリキュラム策定会議 会長 溝邊 和成 氏（兵庫教育大学大学院教授） 

     文部科学省 初等中等教育局 視学官 田村 学 氏 

◎１年間小学校で学んだことを学び

直すことができる。この時にこんな

ことを学んだということを、自分が

フラッシュバックして、今度１年生

になる子ども達には、どういうこと

をいつどんな時にどんな内容を学ぶ

のかということを話すことで、自分

の学びの振り返りと整理ができる。 

幼児を鏡にして自分を見つめ直す場

になる。 

  

～会場より～ 

◎学校に対する不安があり、子ども

にとっては未知の場所なので、そこ

に足を運んだり経験することは不安

を解消でき、知っている人が学校に

たくさんできることは、期待や安心

ができる。 

◎今まではイベント的な活動だった

ので、今年度は何度も交流させてい

ただけたことによって、小学生の子

ども達は、回を重ねるごとに相手が

小さいことを認識して、言葉を細か

くていねいに伝えてくれるようにな

り、相手の立場に立って相手に分か

りやすいように話す力が育ったと感

じる。 

◎互恵性は誰にとってウインウイン

か？子ども同士だけでなく、大人同 

士も互恵性があるか？ 

◎お互いに得るということは、子ど

もたちの発達にとってなぜ必要なの

かを互いに出し合っていかないとい

けない。幼児期の子どもたちにとっ

ても豊かな学びになるような連携の

場を作らなければならない。 

◎今までは１年生主導の活動や目当

てに、幼稚園・保育園の子どもたち

を合わせてもらうというお手伝いの

形だった。 

◎活動を進める以前に、先生方がお

互いに話し合う、子どもの育ち、子ど

もをどういう方向へ向けて行きたいか

という話し合いの重厚さが足りなかっ

たのではないか。 

◎舞鶴はこれから接続カリキュラムを

策定していく中で、子どもの実際の事

実を目の前にしながら、先生方が一緒

に５歳～７歳の子どもたちを、どうい

う子どもに育てたいかという話しの前

提のなかで活動をどうするか、「何

時、どこで、どのようにするか」を考

えていってほしい。 

◎小学校の大きな組織は幼児教育のほ

うに目が向いていなかったが、指導要

領や幼稚園教育要領に保幼小連携が明

確に入り、保育所・幼稚園はチャンス

が出てきた。互いにコミュニケーショ

ンを取り、意見交換できる中で好まし

い互恵性のある連携にしてほしい。 

 

【互恵性～小中連携～】 

～会場より～ 

◎中学校の現場では互恵性という言葉

は使われていない。 

◎子ども側の互恵性は、６年生が中学

校に対するマイナスイメージを払拭

し、中学校へ行っても頑張るという意

識をもつ。部活動など中学生が年下の

子どもに教えることは、自己有用感を

持つことにつながる。 

【互恵性～保幼小連携～】 

◎今までは、保育所、幼稚園、小学

校、中学校、高等学校、それぞれの

発達に応じてカリキュラムを作って

いくという前提があったが、これか

らは、それぞれをつなぐ、接続させ

ていく必要がある。 

◎子どもの側から見たカリキュラ

ム、教育課程、学びのあり方、学習

のさせ方が重要。例として、幼稚園

児と１年生が一緒に何かするという

イベントにより接続できているとい

われるが、互恵性、お互いがお得に

なる、ウインウインの関係が結べて

いるか。 

～会場より～ 

◎小学校では、１年生にあがると６

年生からお世話してもらうことが多

いが、連携により下の子と交流する

と自分達の力を試すことができ、お

兄さんお姉さんぶって活動ができ

る。自分が何とかしなければ、こう

してあげたいという思い、自分もこ

うしたいという思いがあり、子ども

たちにとっても意義のある活動に

なっていく。 

◎保育園、幼稚園の年長児は、小学

校の雰囲気を感じ取ってくれる。幼

児にとっては、自分が行く小学校の

雰囲気、イメージ、どんなことを学

ぶかがわかる。 

◎１年生にとっては、相手のことを

思って考えて行動する力がつく。役

に立ったと感じることができる。 

◎今年度の連携活動においては、し

てあげるという視点ではなく、一緒

に楽しむ、お互いに得るものがある

ということを目標に、保育所・幼稚

園の先生方と小学校の教師が一緒に

取り組めた。 

◎人のために役立っていることは幼

児期から経験している。 
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◎教師側の互恵性は、小学校の段階

で中学校に必要な力をつけるために

はどんな力がいるのかをお互いに勉

強する。例えば友だちとのコミュニ

ケーション力など、小中が連携して

作っていく必要がある。 

 

◎大人のウインウインの関係は連携

して何かをする、会議で何かを作る

時は、まず互いに顔や名前がわかる

関係になる。次に大事なことは、小

学校の先生は幼児教育の特徴、強み

を知る、中学校の先生は小学校の授

業を知る。他者の強みを知ることは

自分の強みを知ることになる。 

◎中学校の教師が、保育所・幼稚園

にいくとよい。 

◎子どもの育ちを考える時は先生方

がどうあるべきかがポイント、小中

の先生が保育所・幼稚園で何を見に

行くのかが大事。「10の姿」の育っ

てほしい力をどう見ればいいのかが

一つの材料になる。コミュニケー

ション能力の視点に立ち園・校種を

越えて参観し合うと変わってくる。 

 

【10の姿の視点について】 

◎10の姿の視点は幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿として作った

が、中学生にもあてはまる。 

◎幼児期は、周りの先生達に支えら

れながら子どもたちがこういうこと

ができる。中・高校生は自分たちの

力でできるようになっていく。 

◎幼児教育の関係者はこういう力を

つけるというイメージを持つ。小学

校の先生はこういうことを目指して

育ててくれていることをもとに、小

学校の授業を行わなければならない

と考えることで接続がスムーズにな

る。 

【カリキュラムマネジメント】 

◎接続カリキュラム、スタートカリ

キュラム、アプローチカリキュラムが

言われているが何をすればよいのか。 

◎0歳から15歳までの育ちを意識して

いかないといけない。 

◎カリキュラム・マネジメントとは、

カリキュラムをデザインすること、編

成・実施・評価・改善していくPDCAサ

イクルを確立すること、人的・物的資

源等を活用することである。 

◎カリキュラムをデザインするとは、

何を、いつ、どんなふうに学ぶかを設

計すること。子どもたちの特徴、個

性、今年の子どもたちの成長、舞鶴の

子どもたちにとってはどうかを考えて

デザインしていくことが大事。 

◎適応するというカリキュラムではな

く、より良さが発揮されるようなカリ

キュラムが大事。 

◎舞鶴の保育所・幼稚園で学んできた

子どもたちが、小学校でこんなに発揮

できる、小学校で学んだ子どもたちが

中学校でこんなに発揮できるものに。 

◎自分達が何か目的を持って作り上げ

ていくというデザイン的思考が先生の

中でも重要で、その中でどうマネジメ

ントしていくか。 

◎マネジメントは保育所・幼稚園の先

生が上手、小中は教科書があり依存せ

ざる得ない。 

◎幼児教育は日々の生活はどうなって

いて、１年間はこんな風になっていて

という生活の場を土台にして期を分け

ているが、学校は学期ごとを大人の理

屈で作っている。小学校の先生は幼児

期のカリキュラムのデザインに学ぶと

よい。 

◎子どもが感じ、考え、行動し、振り

返ることをカリキュラムのベースに

し、デザインの中に入れていただく

と、小さい子どもから中学生まで、

同じサイクルで物を見て考えて育つ

ことができるのではないか。 

 

【舞鶴の保幼小接続カリキュラムに

期待したいこと】 

◎この場に幼児教育関係者、小学

校、中学校関係者の方が集っている

ことが舞鶴の強み、ストロングポイ

ント。0歳から15歳をつなげていけ

る。 

◎主体性を大事にしたいという思

い、これを大事にされるとよい。 

◎認知系（テストではかる）非認知

系（テストではかれない）がある

が、幼児教育は非認知系を大事に

し、このことこそが将来に渡って子

どもたちの一人一人の豊かな能力の

発揮になり、豊かな社会の形成にも

つながる。乳幼児期で育てている子

どもの主体性を、小学校、中学校で

も育ててほしい。そうすることで、

舞鶴の子どもたちはどんどん「自分

から」という子どもたちになれる可

能性がある。 

◎乳幼児教育ビジョンの「主体性」

という言葉と小中一貫教育標準カリ

キュラムの「学び手」という言葉を

キーワードにし、舞鶴らしいカリ

キュラムの作成を期待したい。 


